





本研究では、 1~11~'1 スペクトラム症のある大学生 1 名に対して行動契約 j去を導入し、
学生による I~I 主学習が促進されるかを検討した。初出来談11寺のアセスメントの結果を























































ある小 I~!ぺ乏生における I lJ題行動の低
減 (Mru討に Cohen，& Smith， 2007)、
ある中学生における学業ノミブオーマンスの向上














Spectrum Disorder : ASD)のある学生に対して
克通しを持たせ、担党1'!0な子がかりとして機能
また、行





































Table 1 参加者における WAlS-皿の結果
lQ/群指数
言語理解 知覚統合 作動記暗 処理速度全検査IQ
120 93 98 84 109 
下位検査得点
単語類似知識完成積木行列算数数唱語音符号記号理解配列
































なく、 Ilij起を挑めるだけであった。 問題集は 1
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ことを WI 可しないn 乙が fp の 7~~誌なく 旅行を決行しようとする場合には、市は乙の家族lこ迷絡して旅
行の停止を依紙寸ることができるわ
第6条 甲の監督権放棄時における本契約の破棄
本契約において、 l) Ij1が予定きれた凶談を耳H!占iなく欠席した場合、 2) '11が乙に[話談予約の連絡を
行ねなかった場合 1-工、 I jIの I}K~俗椛放!+~とみなし、本契約を自動的に破楽する。
第7条本契約期間
本契約のWlIHli工、契約 1:1から X+l年:2)}末1までとする。























































週目は「数値目標なし J 、 2 週 I~I は í1 週間で
10011:\日、 3 週 l~l は í1週間で130In J 、 10 週 I~l
は「数値目標なし」が参加者の目標として I~I 己
設定された。 1 週 1~1 には 85 問、 2 週 I~l に 13711\J
をWi:いて面談に持参しており、「このまま続け
られそうである」との報告が参加者より符られ











1~1 1j :1 の目標数は，面談H寺に目標数が変更されるまで，継続して同数を表記している.













16 週 I~I は「毎日 5011:\JWれ 1 て支援者にメールを
する(週あたり 350I:¥J) Jことが参加者の目標と



















プでは、 18 週 I~I で「毎日 1 IlJ以上解いてメール
をする(週あたり 7Ill]) J 、 21 週 I~I で「数値 1~11票
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Facilitation of Self--learning in a College Student with Autism Spectrum Disorder: 
Improvements of Motivation for Learning by Using a Behavioral Contr‘acting 
Ginga SASAKI'， M部 umiAOKf， Yoichi GOMI* and Fumiyuki NORO叫
自社1avioralcontracting was conducted to a college stlldent witb autism spectrll!1 disorders to 
investigate whether sel三leal・nil1gwas facilitated. The sllppon plan was designed 011 the basis 01' the 
results of assessmel1t which were conducted at the first intervic¥ミヘ First. a Qoal sctin父was introdllced ， -~=ぅ、J
by deciding the number of questions to be rackled in self二learning.Subsequently，乱 behavioral
contracting writing the goal and describing the delivery 01' corresponding reinf仇'cerswas introduccd. 
A tler the intervention with the behavioral conrractingラ。nlythe goal setting was conducted againラand
its cffects on facilitating was assessed.良部ultsindicated that self-learning was not 
l'acilitated only by goal setting and that the behavioral contracting was effective fOl・lacilitatingself二
learning. The above results are discussed fl・011the perspective 01' establishing and managing 
reinforcers through behavioral contractingラ and1110reo¥知" significance as supports for students with 
disabilities. 
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